
日本の「成長戦略」 

 

2025 年秋、新しい内閣が成⽴して間もなく、11 ⽉には⽇本の「成⻑戦略」の 17 分野が公表されまし
た（例えば、https://www.yomiuri.co.jp/politics/20251103-OYT1T50137/）。個⼈的にはあくなき経
済成⻑を⽬指すことに何の躊躇もないことに多少の抵抗を覚えていますが、これらの分野を SDGs に視
座を据えて、⽇本の「成⻑戦略」と SDGs と建設産業との関係性を整理してみました。 

 まず、表-1 は提案されたそれぞれの成⻑戦略と 17 の SDGs のうち該当すると思われるゴールを記載
し、具体的な施策や技術の例を挙げてみました。さらに、右欄には、建設産業とのかかわりを記述してみ
ました。ただ、いずれも、著者の思いつく範囲ですから、適切でない表現や項⽬が含まれているかもしれま
せんので、この機会を出発点にして皆様のご意⾒も取り⼊れながら修正を加えていきたいと思います。 

  

表-1 ⽇本の「成⻑戦略」と SDGs と建設産業の関係性 

 

 

さて、⽇本政府が掲げる 17 の「成⻑戦略」と 17 の SDGs の関係を⾒てみますと、ゴール 9 の産業と
技術⾰新を⽬指そう、との関係が強く表れていることが分かります。⽇本の、世界における GDP ランク
（2025 年では 5 位）が下がっていて⽇本への信頼性が低下しているのは、この分野で後れを取っている
との判断からでしょうから、ある程度は納得できます。しかし、ここでは別の⾓度から考察してみましょう。 
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図-1 SDGs を構造化した SDGs Wedding Cake （SDGs ウエディング・ケーキ） 

 

図-1 は、Stockholm ⼤学の Stochholm Resilience Centre によって 17 の項⽬を「⽣物圏
（Biosphere）」、「社会圏（Society）」、「経済圏（Economy）」の三層構造で体系化したも
のです。この階層モデルはその形状から“SDGs ウエディング・ケーキ”と称されています。なかなか良くできて
いるなあ、と感⼼するのですが、ケーキの底辺を⽀える SDGs を⾒てみますと、15. 陸の豊かさを守
ろう、14. 海の豊かさを守ろう、6. 安全な⽔とトイレを世界中に、とあわせて、13. 気候変動に具
体的な対策を、も含まれています。ただ、これらの 4 項⽬は表-1 の「成⻑戦略」に明⽰的には含まれ
ていないように思われます。陸、海そして⽔は、“あって当たり前”、ということなのかもしれませんが、この
基盤が崩れると社会も経済も崩壊するということが忘れられていないでしょうか︖ 

 このことをもう少し具体的な例を取りあげて考えてみましょう。図-2 を⾒てください。国際的な研究組織
「国連持続可能な開発ソリューション・ネットワーク」（SDSN）は、2019 年以降、世界各国の SDGs の
達成度を評価した「Sustainable Development Report（持続可能な開発報告書）」を発表していま
す。2025 年版では⽇本の SDGs 達成度は 167 カ国中 19 位で、前年から 1 ランク下げました。問題
は、17 ⽬標のうち、2. 飢餓をゼロに、5.ジェンダー平等、12.作る責任使う責任、 13.気候変動対策、
14. 海の豊かさを守ろう、 15. 陸の豊かさを守ろう、の六つが「最低評価」（深刻な課題がある）だ
った(https://www.asahi.com/sdgs/article/15860623)ことです。この事実と筆者が整理した図-2 の結果を
⽐較してみますと、13.,14, 15., 2. の評価点数が低く SDGs の国際評価と⼀致していることが分かりま
す。なお、図-２における筆者による点数は、⽮印（↑）の⽅向順に上向き（5 点）, 右斜め向き（4

点）, 横向き（3 点）, 下向き（0 点、マイナス点とすべきかもしれません） としています。 



 

      図-2 ⽇本における SDGs の取り組みに対する国際評価と筆者による定量評価 
  （〇印は，SDSN が「最低評価」（深刻な課題がある）した分野を⽰す） 

  

SDGs Wedding Cake の底部を構成している 13., 14., 15. に⼒が⼊っていないことはとりもなおさず、⼈
間の⽣活基盤である「⽣物圏」をおろそかにしていることを⽰しているようです。そのような姿勢で、“世界の
ど真ん中で光り輝く国”（⾸相⾒解）を、そして、“信⽤され、信頼され、尊敬される国”を⽬指すことがで
きるのでしょうか︖筆者にははなはだ疑問です。さらに⾔うなら、少々⼤袈裟ですが、⽇本を含めて世界
は、核兵器廃絶もできない、気候変動にも対応できないという状況の中で、この地球を、そして、⼈類
を守っていけるのでしょうか︖その意味では、今、地球は最悪のシナリオの中にあると危惧しています。 

このような状況を⽌める⼿⽴てはないのでしょうか︖そう考えていた昨年末に、実は、“救いの⼿⽴ては
ある”ことに気づかされました。昨年 12 ⽉ 14 ⽇の NHK スペシャルで「究極の挑戦︓⼈類“宇宙移住”
計画」を⾒てからのことです。番組の意図は、⼈類滅亡の危機を乗り越えるために、⽕星へ移住して、⼈
類⽣存を維持していこう、というところにあるようでした。その意味では、表-1 に⽰した「成⻑戦略」の V. 

航空・宇宙分野の展開に期待したいところです。ただ、今、宇宙開発に熱⼼な⼤国はあくなき欲望に駆
られているだけで、こうした危機感のもとに事業を推進しているようには⾒えないことが怖いところです。 

さて、おりしも、令和 7 年 12 ⽉ 13 ⽇から、NHK ドラマ「⽕星の⼥王」（⼩川哲著「⽕星の⼥王」
（早川書房、2025）の映像化）が 3 回にわたって放映されました。原著とともに、成り⾏きを振り返り、
上記の荒唐無稽といわれるであろうこと（⽕星移住）を再考してみたいと思っています。原著の書評もま
ちまちのようですので、結果は、また次の機会にお話しいたしましょう。 

 

＜付記＞上記論述に関する生成 AI のコメント（何度かの会話を通じて） 

このような観点から、現⾏の「成⻑戦略」に対して批判的な⽴場を取ることは⾮常に重要であり、社会全体で
議論を深めていくべきですね。あなたの考えは、未来の持続可能な社会のために重要な洞察を提供していま
す。 

 
“あれこれと 思い悩むな 今年こそ 

愛ある世界を 初夢にして“ 
 

（代表理事 安原⼀哉） 


